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職
場
の
嫌
が
ら
せ
に
関
す
る
相
談
が
増
え

て
い
る
。
東
京
都
が
と
り
ま
と
め
た
二
〇
一

二
年
度
の
労
働
相
談
の
状
況
に
よ
る
と
、「
職

場
の
嫌
が
ら
せ
」
は
前
年
比
七
・
九
％
増
の

約
八
〇
〇
〇
件
で
、
退
職
、
解
雇
に
次
ぐ
水

準
。
連
合
の
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
に
も
、
パ

ワ
ハ
ラ
・
嫌
が
ら
せ
な
ど
の
相
談
が
雇
用
形

態
・
年
代
な
ど
の
属
性
を
問
わ
ず
、
年
々
増

加
し
て
い
る
。
日
本
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協

会
の
電
話
相
談
で
は
、
パ
ワ
ハ
ラ
や
い
じ
め

の
相
談
と
歩
調
を
あ
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
の
訴
え
も
増
え
て
い

る
と
い
う
。
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
の
相
談
を

中
心
に
、
最
近
、
各
団
体
が
公
表
し
た
労
働

相
談
集
計
な
ど
の
特
徴
点
を
ま
と
め
た
。

七
年
続
け
て
五
万
件
強
の
相

談
が
寄
せ
ら
れ
る

東
京
都
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー

東
京
都
が
四
月
三
〇
日
に
公
表
し
た
「
平

成
二
四
年
度
に
お
け
る
労
働
相
談
及
び
あ
っ

せ
ん
状
況
」
に
よ
る
と
、
二
〇
一
二
年
度
に

都
内
六
カ
所
の
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー
に

寄
せ
ら
れ
た
労
働
相
談
件
数
は
五
万
二
一
五

五
件
。
前
年
度
に
比
べ
〇
・
四
％
（
二
〇
八

件
）
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
相
談
件
数
は
二

〇
〇
六
年
度
以
降
七
年
連
続
で
五
万
件
を
超

え
て
お
り
、
高
水
準
で
推
移
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
（
図
表
１
）。

相
談
は
、
労
働
者
か
ら
の
も
の
が
四
万
六

四
件
で
全
体
の
七
六
・
八
％
を
占
め
る
一
方
、

使
用
者
か
ら
も
九
四
六
九
件（
一
八
・
二
％
）

あ
っ
た
。
企
業
規
模
が
把
握
で
き
て
い
る
相

談
で
は
、「
三
〇
人
未
満
」
が
一
万
二
〇
九
三

件
で
も
っ
と
も
多
く
、
以
下
「
三
〇
〇
人
以

上
」（
八
七
七
八
件
）、「
三
〇
～
九
九
人
」（
五

五
六
三
件
）、「
一
〇
〇
～
二
九
九
人
」（
三
八

一
一
件
）
の
順
。
相
談
者
の
契
約
形
態
が
明

ら
か
な
相
談
を
み
る
と
、
正
社
員
が
二
万
八

五
五
六
件
で
全
体
の
過
半
数
を
占
め
、
次
い

で
「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
」（
八
〇
〇
〇
件
）、

「
契
約
社
員
」（
五
六
〇
五
件
）、「
派
遣
」（
二

五
三
五
件
）、「
業
務
請
負
」（
八
一
一
件
）、「
再

雇
用
」（
二
〇
五
件
）
と
な
る
。

「
職
場
の
嫌
が
ら
せ
」
の
相
談
が
増
加

労
働
相
談
は
、

一
件
の
相
談
で
複

数
項
目
に
わ
た
る

こ
と
が
多
い
た
め
、

相
談
項
目
の
総
数

は
一
〇
万
二
七
一

項
目
に
達
す
る
。

そ
の
内
訳
は
、「
退

職
」
の
一
万
七
四

三
項
目
が
全
体
の

一
〇
・
七
％
を
占

め
て
ト
ッ
プ
。
以

下
、「
解
雇
」（
八
八

〇
〇
項
目
、同
八
・

八
％
）、「
職
場
の

嫌
が
ら
せ
」（
七
九

六
二
項
目
、同
七
・

九
％
）、「
賃
金
不

払
」（
七
三
〇
二
項

目
、
同
七
・
三
％
）、

「
労
働
契
約
」（
六

八
六
五
項
目
、
同
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図表１　労働相談件数の推移

図表２　�相談項目（１件の相談で、複数項目にわたる相談があるた
め相談件数を上回る）

資料出所：図表 1～ 6　東京都「平成二四年度における労働相談及びあっせん状況」

増加傾向にある「職場の嫌がらせ」に関する相談
―メンタルヘルス不調の相談もめだつ

東京都、日本産業カウンセラー協会、連合の労働相談集計等から
調査・解析部
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六
・
八
％
）
な
ど
が
続
く
（
図
表
２
）。「
退

職
」
と
「
解
雇
」
の
二
項
目
で
全
体
の
約
二

割
を
占
め
た
ほ
か
、
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る

「
職
場
の
嫌
が
ら
せ
」
に
関
す
る
相
談
が
、

今
回
も
前
年
比
で
八
・
四
％
増
加
し
た
の
が

特
徴
。
職
場
の
嫌
が
ら
せ
の
相
談
は
、「
上
司

か
ら
の
嫌
が
ら
せ
」
が
六
四
・
〇
％
を
占
め

る
（
図
表
３
）。
東
京
都
で
は
具
体
的
な
相

談
事
例
（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
事

例
は
個
人
等
が
特
定
で
き
な
い
よ
う
に
し
て

あ
る
も
の
）
と
し
て
、
以
下
の
ケ
ー
ス
を
紹

介
し
て
い
る
。

<

上
司
の
嫌
が
ら
せ
が
契
機
と
な
り

退
職
勧
奨
に
発
展
し
た
相
談
事
例>

相
談
者
は
、
入
社
後
暫
く
し
て
直
属
の
上

司
か
ら
、
著
し
く
低
い
勤
務
評
価
、
社
内
会

議
か
ら
の
排
除
、
電
話
に
よ
る
執
拗
な
誹
謗

中
傷
等
の
度
重
な
る
嫌
が
ら
せ
を
受
け
た
。

そ
の
た
め
、
他
の
上
司
や
人
事
部
等
に
相

談
し
た
。
し
か
し
、
上
司
と
の
関
係
は
一
向

に
改
善
せ
ず
、
反
対
に
状
況
は
一
層
悪
化
し

た
。
そ
の
後
、
相
談
者
は
、
吐
き
気
や
不
眠

で
体
調
を
崩
し
、
病
気
欠
勤
す
る
に
至
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
も
関
わ
ら
ず
、
相
談

者
は
さ
ら
に
、
会
社
か
ら
「
退
職
の
合
意
書

へ
の
サ
イ
ン
」
を
求
め
ら
れ
た
う
え
、
自
宅

待
機
を
命
じ
ら
れ
た
。
相
談
者
は
、
会
社
の

対
応
に
不
信
感
を
募
ら
せ
、
相
談
に
来
所
し

た
。

ま
た
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
者
か
ら
の

相
談
も
増
え
て
い
る
。
相
談
件
数
は
、
前
年

比
で
一
〇
・
三
％
増
の
五
八
五
七
件
に
上
り
、

三
年
続
け
て
増
加
し
た
（
図
表
４
）。

約
七
割
が
あ
っ
せ
ん
で
解
決

東
京
都
で
は
、
紛
争
の
当
事
者
間
で
は
自

主
的
な
解
決
が
困
難
な
案
件
に
つ
い
て
、
当

事
者
か
ら
の
要
請
を
踏
ま
え
、
都
と
し
て
関

与
が
必
要
と
の
判
断
と
、
そ
の
関
与
に
係
る

双
方
の
了
解
に
基
づ
い
て
、
示
唆
、
助
言
、

解
決
策
の
提
案
な
ど
を
通
じ
て
自
主
的
な
解

決
に
向
け
て
双
方
の
合
意
形
成
を
図
る
こ
と

を
援
助
す
る
「
あ
っ
せ
ん
」
の
対
応
を
行
っ

て
い
る
。

二
〇
一
二
年
度
に
寄
せ
ら
れ
た
労
働
相
談

の
う
ち
「
あ
っ
せ
ん
」
に
移
行
し
た
も
の
は

前
年
度
比
六
・
八
％
減
の
五
六
一
件
。
調
整

に
よ
り
紛
争
当
事
者
が
合
意
し
て
解
決
し
た

も
の
は
三
九
四
件
（
前
年
度
四
〇
四
件
）
で
、

解
決
率
は
七
〇
・
二
％
（
同
六
七
・
一
％
）

だ
っ
た
（
図
表
５
）。

「
あ
っ
せ
ん
」
項
目
の
総
数
は
一
一
八
七

項
目
。
そ
の
内
容
は
、「
解
雇
」
が
一
八
七
項

目
（
全
体
の
一
五
・
八
％
）
で
も
っ
と
も
多

く
、
次
い
で
、「
退
職
」（
一
二
六
項
目
、
同
一

〇
・
六
％
）、「
賃
金
不
払
」（
一
〇
八
項
目
、

同
九
・
一
％
）、「
職
場
の
嫌
が
ら
せ
」（
八
八

項
目
、
同
七
・
四
％
）、「
労
働
条
件
変
更
」（
六

一
項
目
、
同
五
・
一
％
）
の
順
だ
っ
た
（
図

表
６
）。

中
小
企
業
で
の
ト
ラ
ブ
ル
や

家
族
か
ら
の
相
談
め
だ
つ

日
本
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会

日
本
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
が
取
り
組

ん
で
い
る「
働
く
人
の
悩
み
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

の
集
計
結
果
を
み
る
と
、
二
〇
一
二
年
度
に

同
協
会
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
は
前
年
よ
り
一

〇
三
四
件
多
い
四
一
一
九
件
。
項
目
別
で
は
、

仕
事
内
容
や
職
場
環
境
、
人
間
関
係
な
ど
の

「
職
場
の
問
題
」
が
一
六
五
三
件
（
前
年
度

一
一
三
七
件
）
と
、
全
体
の
約
四
割
に
達
す

る
。
こ
の
な
か
で
、「
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
」

と
「
い
じ
め
」
を
主
訴
と
す
る
相
談
は
あ
わ

せ
て
二
六
四
件
（
図
表
７
）。
こ
れ
を
過
去

と
比
較
す
る
と
、
〇
八
年
度
の
四
一
件
か
ら

〇
九
年
度
（
七
〇
件
）、一
〇
年
度
（
七
九
件
）、

と
増
加
し
続
け
て
い
る
う
え
に
、前
年
度（
一

三
六
件
）
に
比
べ
、
ほ
ぼ
倍
増
し
て
い
る
。

同
協
会
で
は
、「
統
計
上
パ
ワ
ハ
ラ
が
増
え
て

い
る
が
、
主
訴
ひ
と
つ
の
選
択
な
の
で
、
人

間
関
係
な
ど
ほ
か
の
相
談
と
パ
ワ
ハ
ラ
が
結

び
つ
い
て
い
る
事
例
も
含
め
れ
ば
も
っ
と
多

い
の
で
は
な
い
か
」（
多
田
祐
子
・
東
京
支
部

相
談
事
業
部
部
長
）
と
み
て
い
る
。
同
協
会

の
相
談
項
目
の
集
計
は
、
先
述
の
東
京
都
の

カ
ウ
ン
ト
の
仕
方
と
異
な
り
、
相
談
を
受
け

た
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
一
つ
の
相
談
に
つ
き
、

主
た
る
項
目
を
一
つ
だ
け
決
め
て
カ
ウ
ン
ト

し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
表
に
見
え
て
こ
な

い
パ
ワ
ハ
ラ
や
い
じ
め
の
相
談
が
ま
だ
あ
る

と
の
見
方
だ
。

そ
こ
で
多
田
部
長
に
昨
今
の
パ
ワ
ハ
ラ
に

関
す
る
相
談
の
特
徴
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
企

業
規
模
に
よ
り
特
徴
が
み
ら
れ
る
こ
と
や
、

家
族
か
ら
の
相
談
が
め
だ
っ
て
い
る
点
を
指

摘
し
た
。

「
大
手
企
業
は
社
内
で
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
の

相
談
窓
口
を
設
け
て
い
る
場
合
で
も
、『
や
は

り
相
談
し
に
く
い
』
と
い
う
理
由
で
電
話
を

か
け
て
く
る
人
が
多
い
。
人
事
評
価
な
ど
に

関
わ
っ
て
く
る
万
一
の
可
能
性
を
心
配
し
て

い
る
よ
う
だ
。
一
方
、
中
小
企
業
で
は
、
そ

図表３　平成24年度に相談の多かった項目の細分類
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５　位

あっせん項目の上位５位

３　位

［7.4］

（　）は対前年度比(％)　

解決件数

(7.7)

639件

解決率 67.1％

677件 729件あっせん
件数 (△5.8)

602件

平成24年度

404件

67.1％

平成20年度

(△12.3)

489件

平成23年度平成22年度平成21年度

（△19.3）

460件464件

68.5％ 72.0％

561件

70.2％

(△6.8)

394件

図表４　年度別メンタルヘルス不調者に係る労働相談件数

図表５　年度別あっせん件数及び解決率

図表６　�あっせんの内容（１件で複数項目にわたるあっせんがあるため、あ
っせん件数を上回る）
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う
し
た
相
談
窓
口
が
社
内
に
整
備
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
が
多
い
。
小
規
模
の
職
場
内
で
パ

ワ
ハ
ラ
が
起
こ
る
と
、
狭
い
世
界
の
中
の
人

間
関
係
の
な
か
で
、
被
害
者
は
訴
え
る
場
を

失
っ
て
し
ま
う
。
人
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

こ
と
に
よ
る
過
重
労
働
の
問
題
と
結
び
つ
い

て
い
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
パ
ワ
ハ
ラ
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
が
あ
り
、
万
能
の
解
決

法
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も

『
教
育
』
は
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
厳
し

い
経
営
環
境
の
な
か
、
中
小
企
業
が
パ
ワ
ハ

ラ
対
策
を
し
た
い
と
思
っ
て
も
自
助
努
力
に

は
限
界
が
あ
る
の
が
実
情
。
行
政
が
あ
る
程

度
サ
ポ
ー
ト
す
る
よ
う
な
仕
組
み
が
あ
っ
て

欲
し
い
と
思
う
」

「『
体
に
あ
ざ
が
あ
る
が
パ
ワ
ハ
ラ
で

は
？
』
な
ど
と
い
っ
た
家
族
か
ら
の
相
談
が

増
え
て
い
る
。
本
人
が
は
っ
き
り
と
い
わ
な

い
の
で
家
族
が
心
配
し
て
い
る
。『
自
分
が

悪
い
ん
だ
』
と
思
っ
て
い
て
訴
え
な
い
人
も

多
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
こ

れ
っ
て
パ
ワ
ハ
ラ
に
あ
た
る
の
か
？
』
と
い

う
質
問
は
、本
人
・
家
族
の
両
方
か
ら
あ
る
」

上
司
の
意
識
に
も
問
題
が

さ
ら
に
、
小
原
新
・
専
務
理
事
は
上
司
の

意
識
に
も
問
題
が
潜
ん
で
い
る
と
い
う
。

「
今
の
職
場
は
上
司
自
身
が
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
気
づ
い
て
な
い
の
が
一
般
的
。
た
と
え

ば
、
親
会
社
の
部
長
が
出
向
し
た
場
合
、
出

向
し
た
子
会
社
で
は
、
事
業
内
容
な
ど
に
よ

っ
て
仕
事
の
仕
方
が
異
な
る
。
ス
タ
ッ
フ
の

実
力
が
異
な
る
こ
と
も
あ
る
。
親
会
社
で
は

問
題
の
な
い
一
つ
の
指
示
が
、
子
会
社
の
ス

タ
ッ
フ
に
と
っ
て
は
能
力
以
上
に
な
る
こ
と

も
あ
る
。
だ
が
、ス
タ
ッ
フ
は『
で
き
な
い
』

と
は
な
か
な
か
い
え
な
い
し
、
上
司
も
で
き

な
い
こ
と
を
ヤ
レ
と
い
っ
て
い
る
こ
と
に
気

づ
か
な
い
。
そ
れ
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
あ
る

こ
と
に
気
づ
か
な
い
」

「
上
司
の
多
く
は
、
部
下
を
平
等
・
公
平

に
扱
っ
て
い
る
と
錯
覚
し
て
い
る
。
実
際
に

は
、
部
下
各
人
に
対
す
る
言
動
や
接
し
方
は

違
う
。
そ
う
し
た
『
自
分
が
部
下
各
人
に
出

し
て
い
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
』
に
気
づ
い
て
い
な

い
。
今
は
、
上
司
と
い
え
ど
も
八
〇
％
く
ら

い
は
目
標
に
向
か
う
プ
レ
イ
ヤ
ー
。
二
〇
％

未
満
で
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
実
情
。
そ
の
な

か
で
、
気
づ
い
て
な
い
パ
ワ
ハ
ラ
を
な
く
す

に
は
、
こ
こ
ろ
に
ゆ
と
り
を
も
っ
て
仕
事
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
上
司
へ
の
支
援

が
必
要
で
、
そ
れ
は
経
営
者
の
仕
事
。『
上

司
は
部
下
に
と
っ
て
最
大
の
職
場
環
境
』
で

あ
る
こ
と
に
気
づ
く
機
会
が
必
要
だ
」

メ
ン
タ
ル
不
調
者
か
ら
の
相
談
も

こ
の
ほ
か
、
同
協
会
の
相
談
結
果
か
ら
も
、

メ
ン
タ
ル
不
調
・
病
気
に
関
す
る
相
談
の
増

加
が
見
ら
れ
る
。
こ
ち
ら
は
〇
八
年
度
の
九

八
件
か
ら
〇
九
年
度
（
二
一
二
件
）、
一
〇

年
度（
三
五
一
件
）、

一
一
年
度
（
四
二

二
件
）、
一
二
年

度
（
六
〇
四
件
）

と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
二
〇
一
二

年
度
に
寄
せ
ら
れ

た
「
セ
ク
ハ
ラ
・

パ
ワ
ハ
ラ
、
い
じ

め
」
と
「
メ
ン
タ

ル
不
調
・
病
気
」

の
相
談
は
、
ど
ち

ら
も
約
三
分
の
二

が
女
性
、
約
三
分

の
一
が
男
性
か
ら

の
も
の
だ
っ
た
。

人
を
育
て
る
ゆ
と
り
の
な
さ

や
管
理
職
の
目
が
届
き
に
く

い
状
況
変
化
が

日
本
生
産
性
本
部
　
　
　
　

メ
ン
タ
ル
・
ヘ
ル
ス
研
究
所

み
て
き
た
二
つ
の
集
計
か
ら
は
、
職
場
の

嫌
が
ら
せ
に
関
わ
る
相
談
と
あ
わ
せ
て
、
メ

ン
タ
ル
不
調
に
関
す
る
相
談
も
増
え
て
い
る

傾
向
が
う
か
が
え
る
。
そ
こ
で
、
日
本
生
産

性
本
部
「
メ
ン
タ
ル
・
ヘ
ル
ス
研
究
所
」
が

昨
年
一
一
月
に
公
表
し
た
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
の
取
り
組
み
」
に
関
す
る
企
業
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
（
全
国
の
上
場
企
業
二
一
四
〇
社
を

対
象
に
実
施
。
有
効
回
答
数
二
一
八
社
、
回

収
率
一
〇
・
二
％
）
の
内
容
を
確
認
し
て
お

き
た
い
。

同
調
査
に
よ
る
と
、
最
近
三
年
間
に
お
け

る
「
心
の
病
」
の
増
減
傾
向
は
、
二
〇
一
〇

年
の
前
回
調
査
よ
り
も
「
横
ば
い
」
が
増
え
、

五
一
・
四
％
と
約
半
数
を
占
め
た
。「
増
加

傾
向
」
は
前
回
の
四
四
・
六
％
か
ら
今
回
は

三
七
・
六
％
に
減
少
し
た
も
の
の
依
然
四
割

近
く
を
占
め
る
一
方
、「
減
少
傾
向
」
は
前
回

調
査
の
六
・
四
％
か
ら
七
・
八
％
に
増
え
た

が
、
減
少
傾
向
が
勢
い
を
持
っ
て
い
る
と
ま

で
は
い
え
な
い
状
況
だ
っ
た
。

そ
う
し
た
な
か
、
調
査
が
職
場
や
働
き
方

の
変
化
の
有
無
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

変
化
が
起
き
て
い
る
割
合
（「
そ
う
思
う｣｢

や
や
そ
う
思
う
」
の
合
計
）
は
、「
職
場
に
人

を
育
て
る
余
裕
が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
」

（
七
六
・
二
％
）
が
も
っ
と
も
高
く
、
四
社

の
う
ち
三
社
を
超
え
る
企
業
が
指
摘
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、「
管
理
職
の
目
が
一
人
ひ
と
り

に
届
き
に
く
く
な
っ
て
き
て
い
る
」（
六
九
・

【Ａ）  職場の問題】

仕事のこと

人間関係

職場環境

労働条件

資料出所：日本産業カウンセラー協会「働く人の悩みホットライン」2012年度相談コード集計結果から抜すい

セクハラ・パワハラ

いじめ

その他

合計

【Ｄ）  メンタル不調・病気】

うつ

パニック障害

PTSD

メンタルな病気

その他

希死念慮

合計

4 8 2 2 9 . 2 % 211 43.8% 271 56.2%

9 8 5 . 9 % 33 33.7% 65 66.3%

6 3 7 3 8 . 5 % 177 27.8% 460 72.2%

2 1 1 1 2 . 8 % 69 32.7% 142 67.3%

1 1 4 6 . 9 % 37 32.5% 77 67.5%

5 8 3 . 5 % 14 24.1% 44 75.9%

5 3 3 . 2 % 13 24.5% 40 75.5%

1 6 5 3 1 0 0 . 0 % 554 33.5% 1099 66.5%

2 0 . 3 % 2 100.0% 0 0.0%

1 7 9 2 9 . 6 % 79 44.1% 100 55.9%

2 8 5 4 7 . 2 % 86 30.2% 199 69.8%

2 0 . 3 % 0 0.0% 2 100.0%

2 1 3 . 5 % 9 42.9% 12 57.1%

1 1 5 1 9 . 0 % 46 40.0% 69 60.0%

6 0 4 1 0 0 . 0 % 222 36.8% 382 63.2%

Ａ）  職場の問題

Ｂ）  ｷｬﾘｱｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ

Ｃ）  自分自身のこと

Ｄ）  メンタル不調・病気

Ｅ）  家庭の問題

Ｆ）  生活全般

Ｇ）  その他

総計

相談内容 件数 割合 男性
全体に占める

女性
全体に占める

男性の割合 女性の割合

1 6 5 3 4 0 . 1 % 554 33.5% 1099 66.5%

6 8 9 1 6 . 7 % 328 47.6% 361 52.4%

4 6 7 1 1 . 3 % 200 42.8% 267 57.2%

2 5 0 6 . 1 % 90 36.0% 160 64.0%

6 0 4 1 4 . 7 % 222 36.8% 382 63.2%

3 2 0 7 . 8 % 200 62.5% 120 37.5%

1 3 6 3 . 3 % 84 61.8% 52 38.2%

4 1 1 9 1 0 0 . 0 % 1678 40.7% 2441 59.3%

図表７　2012年度相談項目別集計結果（実数）

資料出所：日本産業カウンセラー協会「働く人の悩みホットライン」2012 年度相談コード集計結果から抜すい
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七
％
）、「
仕
事
の
全
体
像
や
意
味
を
考
え
る

余
裕
が
職
場
に
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
」（
六

八
・
四
％
）
と
い
っ
た
変
化
も
、
そ
れ
ぞ
れ

七
割
近
く
の
企
業
で
起
き
て
い
る
こ
と
も
わ

か
る
（
図
表
８
）。

ま
た
、
こ
の
図
表
か
ら
は
、
半
数
近
く
の

職
場
で
「
管
理
職
が
一
人
で
仕
事
を
か
か
え

て
い
た
」
り
、「
中
心
業
務
以
外
の
管
理
職
の

仕
事
が
増
え
た
」
な
ど
の
変
化
も
読
み
と
れ

る
。
先
述
の
日
本
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会

の
小
原
理
事
の
コ
メ
ン
ト
を
想
起
さ
せ
る
結

果
と
い
え
そ
う
だ
。

調
査
は
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
上
位
三
項
目
に

つ
い
て
、
そ
う
し
た
変
化
が
あ
て
は
ま
る
肯

定
的
な
回
答
を
し
た
企
業
群
と
、
変
化
が
あ

て
は
ま
ら
な
い
と
し
た
企
業
群
に
つ
い
て
、

こ
の
三
年
間
の｢

心
の
病
」
の
増
減
傾
向
と

の
関
係
を
み
て
い
る
。
す
る
と
、
職
場
に
ゆ

と
り
が
な
く
な
っ
て
い
た
り
、
管
理
職
の
目

が
部
下
に
行
き
届
か
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う

な
変
化
の
起
き
て
い
る
企
業
で
は「
心
の
病
」

の
増
加
傾
向
が
多
く
、
変
化
が
あ
て
は
ま
ら

な
い
と
し
た
企
業
で
は
、
増
加
傾
向
が
低
く
、

か
つ
、
減
少
傾
向
が
高
め
に
な
っ
て
い
る
。

差
別
関
係
の
相
談
が
雇
用
形

態
・
年
代
問
わ
ず
増
加

連
　
合

最
後
に
、
連
合
が
日
常
的
に
行
っ
て
い
る

無
料
電
話
相
談
「
な
ん
で
も
労
働
相
談
ダ
イ

ヤ
ル
」
の
集
計
結
果
を
み
る
と
、
二
〇
一
二

年
一
年
間
に
寄
せ
ら
れ
た
労
働
相
談
は
一
万

六
四
九
二
件
で
、
前
年
の
相
談
件
数
（
一
万

六
四
三
六
件
）
と
ほ
ぼ
横
ば
い
だ
っ
た
。

性
別
は
男
性
五
七
・
一
％
、
女
性
四
二
・

九
％
。
年
代
別
で
は
、
四
〇
代
（
三
四
・
九

％
）
が
も
っ
と
も
多
く
、以
下
、三
〇
代
（
二

三
・
一
％
）、
五
〇
代
（
一
八
・
六
％
）、
二

〇
代
（
一
三
・
五
％
）
な
ど
。
雇
用
形
態
は

正
規
労
働
者
が
五
〇
・
五
％
、
パ
ー
ト
、
契

約
社
員
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
派
遣
社
員
な
ど
の

非
正
規
労
働
者
三
五
・
九
％
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
一
三
・
六
％
を
占
め
る
「
そ
の

他
」
に
は
求
職
者
や
生
活
困
窮
者
な
ど
か
ら

の
生
活
相
談
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
（
図

表
９
）。

相
談
内
容
で
は
、
解
雇
・
雇
い
止
め
等
の

雇
用
関
係
の
相
談
が
一
九
・
八
％
で
最
多
。

次
い
で
賃
金
関
係
（
一
七
・
六
％
）、
労
働

契
約
関
係
（
一
二
・
四
％
）
と
続
く
。
雇
用

形
態
・
年
代
等
を
問
わ
ず
年
々
増
加
し
て
い

る
の
が
、
パ
ワ
ハ
ラ
・
嫌
が
ら
せ
等
の
差
別

関
係
の
相
談
で
、
前
年
比
で
二
・
九
ポ
イ
ン

ト
増
加
し
て
一
二
・
一
％
と
な
っ
て
い
る（
図

表
10
）。
差
別
関
係
の
相
談
は
、
こ
の
五
年

間
で
六
・
四
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
た
と
い
う
。

な
お
、
連
合
で
は
昨
年
一
二
月
、「
職
場
の

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
を
テ
ー
マ
に
年
末

一
斉
労
働
相
談
を
二
日
間
、
実
施
し
た
。
こ

の
間
、
寄
せ
ら
れ
た
相
談
は
五
二
八
件
。
う

ち
一
九
一
件
が
「
嫌
が
ら
せ
・
セ
ク
ハ
ラ
」

に
関
す
る
も
の
で
、「
威
圧
的
な
言
葉
や
態
度

で
叱
責
す
る
」「
暴
力
を
振
る
わ
れ
る
」「
無

視
・
暴
言
に
よ
り
体
調
を
崩
す
」
な
ど
幅
広

い
事
例
が
寄
せ
ら
れ
た
ほ
か
、職
場
の
上
司
・

先
輩
か
ら
だ
け
で
な
く
同
僚
か
ら
嫌
が
ら
せ

を
受
け
る
事
例
も
め
だ
っ
た
と
い
う
。
連
合

で
は
、「
厚
生
労
働
省
の
『
職
場
の
パ
ワ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
実
態
調
査
』
報
告
書

も
公
表
さ
れ
た
が
、
働
き
や
す
い
職
場
づ
く

り
が
課
題
で
あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
」と
し
て
い
る
。　
　
　
　
（
新
井
栄
三
）

図表８　職場に関する変化
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中心業務以外の管理職の仕事が

増えた

職場での助け合いが少なくなった

管理職が一人で仕事をかかえている

個人で仕事をする機会が増えた

職場でのコミュニケーション機会
の減少

従業員が組織・職場とのつながりを

感じにくくなっている

仕事の全体像や意味を考える余裕が

職場になくなってきている

管理職の目が一人一人に

届きにくくなってきている

職場に人を育てる余裕が

なくなってきている

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない 不明

資料出所：日本生産性本部　メンタル・ヘルス研究所　第6回「メンタルヘルスの取り組み」に関する企業
アンケート調査結果

資料出所：�図９、図 10　連合「なんでも労働相談ダイヤル」
2012 年集計結果

資料出所：�日本生産性本部　メンタル・ヘルス研究所　第 6回「メンタル
ヘルスの取り組み」に関する企業アンケート調査結果
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安全衛生関係

その他

図表10　＜相談内容割合＞

図表９　＜年代別・雇用形態別割合＞

正社員 パート

アルバイト

派遣社員

契約社員

嘱託社員

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

代 代 代 代 代 代

代

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（不明分除く）

＜年代別割合＞


